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各　部　の　名　称
● 取付の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく取り付け
を行ってください。

● ここに示した注意事項は、製品を安全に正しく取り付け、あなたや他の
人々への危害や損害を未然に防止するためのものです。また注意事項は、
危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをす
ると生じることが想定される内容を「警告」「注意」の つに区分していま
す。いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

安全上のご注意

お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近
傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれてい
ます。

● 記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図
の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセン
トから抜いてください）が描かれています。

警 告

● 修理技術者以外の人は、絶対に分解したり修理・改造
をしないこと
発火・感電したり、異常動作してけがをすることがあります。

● メタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張り
の木造の造営物に金属製ダクトが貫通する場合、金属
製ダクトとメタルラス、ワイヤラス、金属板とが電気
的に接触しないよう取り付けること
漏電した場合、発火したり感電することがあります。

● 自然排気型のストーブ
を使用するときは、空
気の取入口（給気口）に
より十分給気される配
慮をすること
排気ガスが室内に逆流し、
一酸化炭素中毒を起こす
ことがあります。

注 意

● 運転中は羽根の中に指や物を入れ
ないこと
けがをすることがあります。

取り付け前の調査と準備

レンジフードファン取付説明書
取扱説明書･取付説明書は必ずご使用になるお客様にお渡しください。

電動ダンパー仕様で補足説明書が同梱されている物は、それに基づき電気工事を
行ってください。

警 告： 人が死亡または重傷を負う可能性が想定
される内容。

絵表示の例

使用禁止 接触禁止

取付注意 取付注意

取付注意 使用禁止

取り付け個所の強度確認
製品を支える強さが必要です。

レンジフードの本体は の吊ボルト 本を使用し、天井
内の梁などへ取り付けます。
吊ボルトは耐荷重 本以上となるように取り付けて
ください。

別売部品の準備
排気工事に応じた別売部品の準備が事前に必要です。
（詳しくは別売部品の項をご参照ください。）

● レンジフード本体の取り付け工事は、十分強度の
ある天井内の梁または補強桟等に確実に行うこと
落下によりけがをすることがあります。
取付材が弱いと振動音が発生することがあります。

ダクトカバー

ファン

スロット
フィルター

ハロゲンランプ

オイルトレイハロゲンランプ

センサー受信部
整流板

本体

送風機

スイッチ注 意： 人が損害を負う可能性及び物的危害のみ
の発生が想定される内容。

分解・修理・
改造禁止

取付注意

給気注意

● 交流 Ｖ以外では使用しな
いこと
火災・感電の原
因となります。

● 羽根や部品の取り付けは確実
に行うこと
落下によるけがをするおそれがあり
ます。

● 配線工事は電気設備技術基準
や内線規定に従って安全･確実
に行うこと
誤った配線工事は感電や火災の恐れ
があります。

● 本体の取付け工事は十分強度のあ
るところを選んで確実に行うこと
落下により、けがをすることがあります。

● 浴室など湿気の多い場所では絶対に
使わないこと（浴室用換気扇をお使
いください。）
感電および故障の原因になります。

製　品　寸　法　図
注意 標準取付寸法

本製品の標準取付寸法は、ガス器具の上面からレンジフード
本体下面まで です。
※火災予防条例では、グリスフィルターの下端がレンジの真上

以上となっています。

電源コンセント
コンセントは専用コンセントを設置してください。
（交流･単相 ）
コンセントは、 をご使用ください。

ダクトカバー
ダクト取付部をカバーします。

（単位： ）

座付ねじ × （ 本）
ダクトカバーの取り付けに使います。

ソフトテープ（ 本）
排気口とダクトとの隙間をふさぐのに使います。

重 さ ㎏
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天吊りボルト
固定金具位置

天吊りボルト位置

アース接続端子
※アース線は工事側手配

ダクトカバーダクトカバー

センターフード 施工条件

ダクトカバー を使用した場合 ダクトカバー を使用した場合

キッチン高さ 設置可能天井高さ ダクトカバー高さ： ダクトカバー品番
～ ＜ ≦
～ ≦ ≦
～ ＜ ≦
～ ≦ ≦
～ ＜ ≦
～ ≦ ≦
～ ＜ ≦
～ ≦ ≦
～ ＜ ≦
～ ≦ ≦

キッチン 天井高さ ダクトカバー ダクトカバー品番高さ 高さ

● 例：天井高さ　 時

キッチン 天井高さ ダクトカバー ダクトカバー品番高さ 高さ

● 例：天井高さ　 時

計算式：天井高さ － キッチン高さ － 標準取付高さ － フード本体 ＝ ダクトカバー高さ
ダクトカバー高さ： ～ の時

～ の時

ダクトカバー：
： ＜ ≦ 調整可
： ≦ ≦ 調整可

レンジフード ダクトカバー：
： ＜ ≦ 調整可
： ≦ ≦ 調整可

注　意
キッチン高さと天井高さの関係によりセンターフードが設置できない場合があります。
下表のキッチン高さと天井高さから適切なダクトカバー品番を選択してください。

アース接続端子詳細図
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ガス器具はレンジフードの
前端からはみ出さないよう
に設置してください。

ガス器具はレンジフードの
真下にくるように設置して
ください。

トラスねじ × 本）
ダクトカバーと送風機本体との固定に使います。

取り付け上のご注意
●ガス器具の幅はレンジフードの幅以内のものをご使用ください。
ガス器具はレンジフードの前面より手前にはみ出して設置しない
でください。
排気効率が低下します。

● レンジフードの取り付けは、薄板の金属部（壁内ラス網等）と
接触しないように、十分注意して工事してください。なお、本
体の壁への埋め込みは、絶対にやめてください。漏電した場合
発火することがあります。

● 排気工事をされる場合、建築基準法（同施行令）および消防法
等の関連法規に従って施工してください。

● 屋外壁面の排気出口に取り付けるベンドキャップまたはパイプ
フードの通気抵抗は 時 以上のものをご使用く
ださい。
防虫網付きのものは目詰まりして排気性能が低下する場合があ
りますので使用しないでください。

● クッキングヒーターと合わせて使用する場合には横風等の影
響で煙の捕集性能が悪くなる場合があります。また、キッチン
の気温が低いときに使用された場合にはレンジフードの表面が
結露することがあるます。この場合は拭き取って使用してくだ
さい。

● 非常に長いダクトや細いダクト、あるいは極端に屈曲したダク
トは排気効果をいちじるしく低下させたり、騒音が大きくなり
ますので使用しないでください。

● 周囲温度が ℃以上になる所には取り付けないでください。
火災・故障の原因となります。

● 製品仕様を改造してのご使用は絶対におやめください。
● 電源は専用コンセントを設けてください。
火災・感電の原因となります。

● 製品の取付工事には手袋を着用してください。
薄板の切り口などでけがをする恐れがあります。

● 製品はガス器具の真上に取り付けてください。
なお、製品取付高さは、製品の下端がガス器具の
真上 になるようにしてください。

● レンジフード下部には、湯沸器を絶対に
取り付けないでください。また、横方向

以上離して取り付けてください。
湯沸器の真上は高熱になるため故障の原
因となります。

● 建物が密閉されている場合は必ず、
約 程度の空気取入口を設けて
ください。
部屋の中央で料理される場合は、油煙が
捕集しきれませんので、お台所の全体換
気のために、他の換気扇と併用していた
だければ、より優れた換気ができます。

パイプフード
（ ）
外壁に取り付け
雨の侵入を防ぎます。

丸形フード
（ ）
外壁に取り付け
雨の侵入を防ぎます。

防火ダンパー付き丸形
フード（ ）
外壁に取り付け、雨の侵入を
防ぎ、防火の役目もします。

深形フード
（ ）
外壁に取り付け
雨の侵入を防ぎます。

防火ダンパー付き深形フード
（ ）
外壁に取り付け、雨の侵入を
防ぎ、防火の役目もします。

防火ダンパー付きウェザー
カバー（ ）
外壁に取り付け、雨の侵入を
防ぎ、防火の役目もします。



● 配線工事は電気設備技術基準や内線規定に
従って安全・確実に行うこと
誤った配線工事は感電や火災の恐れがあります。

● アースを確実に取り付けること
故障や漏電のときに感電することがあります。
アースの取り付けは販売店にご相談ください。

注 意

取り付けかた
付属品の確認

各部品が確実に組み立てられてい
るか確認し、送風機の後カバーを
取付ねじ４本で固定し、前カバー
上部の爪を引っ掛けて上方へずら
しながら下側のローラーキャッチ
をはめ込んでください。
（図 － ）

本体の取り付け

取付準備

下図を参照し、天井面にダクト穴を開けてください。
又、天井開口部近くの補強桟または野縁等に専用コンセントを設置してください。

警 告
● メタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属板張りの木造
の造営物に金属製ダクトが貫通する場合、金属製ダクトとメ
タルラス、ワイヤラス、金属板とが電気的に接触しないよう
に取り付けること。漏電した場合、発火したり感電すること
があります。取付注意

使用禁止

注 意
● 本体の取付工事は十分強度のあるところを選んで
確実に行ってください。
落下により、けがをすることがあります。

● 部品の取り付けは確実に行ってください。
落下により、けがをすることがあります。

取付注意

使用禁止

取付注意

．試運転

注 意
● 運転中は危険ですから羽根の中に指
や物を入れないこと。
けがの恐れがあります。

接触注意

■ 本体の各操作スイッチを押し、運転状態を確認してください。
スイッチの操作、運転状態等については取扱説明書 ページをご覧ください。

■ 運転時、各速調の排気が正しく行われていること。
■ 異常な騒音、振動がないこと。
■ 屋外の排気出口から排気されていることを確認してください。
■ 取り付け又は施工上に発生した不具合で修理を依頼されますと全て有料となり
ますので十分確認してください。

■ 取扱説明書によって機器の取り扱いを説明してください。
■ 取扱説明書と共に、この取付説明書を必ずお客様へお渡しください。

．お客様への説明

アースを取り付ける

■ コンセントは、 極差し込み接続器 をご使用ください。
■ 必ずアース（第 種接地工事）をしてください。
アース接地位置は「製品寸法図」を参照してください。
※アース線は施工工事側にて手配してください。

■ 電源プラグをコンセントに差し込みます。

．電気配線

警告

分解・修理・改造禁止

● 修理技術者以外は、絶対に分解したり修理・改造しないこと
発火・感電したり、異常動作してけがをすることがあります。

本体の準備
図 －

のナットを吊ボルトのマーカー
位置までねじ込みます。（図 － ）

のステンレスダクト、
またはスパイラルダクトを図
のようにレンジフードの上部
に突き出すようにセットして
ください。（図 － ）

取付説明書からソフトテープ、座付
ねじ等の付属品を取り出し、上項の
付属品一覧により不足がないか確認
してください。

クッション材を取りのぞきます。
運送用のクッション材と固定テープ、
および取扱説明書を取り除いてくだ
さい。（図 － ）

注 意
● 浴室など湿気の多い場所では絶対に使わないこと
感電および故障の原因になります（浴室用換気扇をお使いください）。

．運転準備
図 －

オイルトレイが所定位置にセット
されているか確認し、フィルター
と整流板を取り付けてください。
（図 － ）

取り外し手順と逆の手順で取り付
けてください。

図 －

注 意
● 製品取り扱いの際は、厚手の手袋をしてください。
ステンレス鋼板の切り口や角でけがをすることがあります。

取扱注意

送風機を持ち上げて ケ所の吊金
具に吊ボルトを差し込み、吊り金
具を挟み込むように吊ボルト下側
から のナットをしっかりと
締め付けます。

電源プラグを天井裏などのコンセ
ントに差し込んでください。
（図 － ）

図 －

ご注意
天井からのダクト及び吊ボルトの突き出し長さはガス器具の高さにより異なります。
表を参考にして各々の突き出し長さを決定してください。

本体と送風機を分離します。

排気口に付属品のソフトテープを
貼り付けます。（図 － ）

保護用
クッション材

取扱説明書

取付説明書

固定テープ

● 製品は の重さがあります。
作業は２人以上で行なってください。

ガス器具の高さ ダクト突き出し長さ 吊ボルト突き出し長さ
± ±
± ±
± ±
± ±
± ±

天井高さ の場合 単位

図 －

天井

ダクト

吊ボルト

天井開口部

コンセント位置
吊ボルト

ダクト

の吊ボルトを 本、
天井内の梁などの頑健な部
分に固定します。固定ピッチ
は前後、左右とも
です（製品寸法図参照）。

整流板

後方押し
ながら引く

フィルター

コネクター

爪

引出す

レバー

ソフトテープ

排気口

図 －

図 －

レンジフードの固定位置を決めます。
図を参考にして、次式によりマーカー
位置 の値を算出してください。

図 －

前カバー

後カバー

本体

送風機

図 －

図 －

図 －

前カバー
爪

後カバー

フィルター

整流板
オイルトレイ

● 交流 Ｖ以外では使用しないこと
火災・感電の原因になります。

ご注意
排気口にダクトを差し込みながら送風
機を取り付けてください。

ダクトカバーと送風機を取付ねじ
本で固定します。（図 － ）

本体を送風機にスライドさせて組立
て、取付ねじ 本で固定します。
コネクター ケ所を差し込んでく
ださい。（図 － ）

ダクト接合部へ風漏れ防止のテーピ
ング（アルミテープ）を行なってく
ださい。（図 － ）

図 －

図 －

送風機

アルミテープ
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ダクトカバーを付属の座付ねじ
本で天井面に固定します。

（図 － ）

ご注意
切り欠きのある面を前後方向に
します。

図 －

送風機

本体

コネクター

送風機

ダクトカバー

吊金具

排気口
送風機

ダクトカバー

ダクト

コンセント

マーカーナット

ナット
吊ボルト

切り欠き座付ねじ

ダクトカバー

－ ガス器具高さ＋ ＋

天吊ボルトに天井から の値の位置
にマジックペンなどでマーカーをつ
けます。
（図 － ）

ご注意
取り付け完了時、ガス器具から本体
下面まで にならない場合
は調節してください。

送風機の前カバー、後カバーを
取り外します。取付ねじ 本を
はずして本体から送風機を後方
へスライドさせて取り外してく
ださい。（図 － ）

例：ガス器具の高さが のものを
設置する場合：

－

天井からのマーカー位置 は
となります。

［製造元］
本社・営業部 〒 相模原市渕野辺 丁目 番 号

（営業部）

ご注意
取り外したねじは本体の取り付けで
再使用しますのでなくさないように
ご注意ください。

（単位： ）

（単位： ）

本体から整流板、スロット
フィルターを取り外します。

ご注意
床面が傷つかないように、保護
シート等を敷いた上で作業を行っ
てください。

電気配線のコネクター ケ
所、取付ねじ 本を外します。
（図 － ）

コネクターは爪の手前側を
つまみながら引き抜きます。
（コードを持って引き抜かな
いでください。）


